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第
四
百
七
十
二
回 

青
葉
会
句
会
報 

令
和
七
年
八
月
二
十
八
日(

木) 
 

誌
上
句
会 

投
句
・
選
句 

 

柿
崎
忠
彦 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

【
互 

選 

句
】 

 
選
者
欄
（
括
弧
内
）
の
〇
は
選
者
の
「
天
」 

十
二
点 

漁
火
も
星
の
ひ
と
つ
に
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
く
す
・
健
・
五
・
た
・
孝
・
清
・
康
・ 

堂
・
ゆ
・
〇
正
・
啓
・
け
） 

 

十
一
点 

流
灯
の
意
志
あ
る
如
く
進
み
出
す 

 
 
 
 
 

昇 
 

（
〇
く
す
・
く
・
健
・
五
・
と
・
千
・
龍
・ 

清
・
堂
・
百
・
亜
） 

 

十
点 子

供
山
車
し
ん
が
り
を
行
く
ベ
ビ
ー
カ
ー 

 

康
敏 

 
（
そ
・
く
す
・
く
・
と
・
龍
・
清
・
堂
・
百
・ 

亜
・
天
） 

 

八
点 信

濃
路
に
馬
子
唄
冴
え
る
夏
祭
り 

 
 

た
だ
し
げ 

  

（
そ
・
健
・
己
・
堂
・
ゆ
・
國
・
正
・
昇
） 

-
―
―

信
濃
追
分
に
て
ー
ー 

 

七
点 水

割
の
氷
こ
と
り
と
夜
の
秋 

 
 
 
 
 
  

康
敏 

  

（
〇
そ
・
五
・
千
・
隆
・
百
・
〇
啓
・
け
） 

 

五
点 汗

し
と
ど
断
捨
離
一
歩
進
め
た
り 

 
 
       

千
恵 

 

（
忠
・
龍
・
己
・
啓
・
〇
三
） 

橋
渡
り
郡
上
踊
り
の
下
駄
の
音 

 
 
 
      

け
い
子 

  

（
そ
・
康
・
國
・
正
・
天
） 

 

四
点 冬

瓜
を
美
味
と
思
へ
る
き
の
ふ
け
ふ 

 
      

と
み
子 

 

（
隆
・
亜
・
天
・
盛
） 

棚
経
や
小
坊
主
二
人
初
見
参 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
と
・
正
・
三
・
天
） 

箱
根
路
や
天
に
連
な
る
桐
の
花 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
く
・
と
・
己
・
け
） 

夜
夜
ふ
け
て
下
駄
の
音
揃
ふ
踊
り
の
輪 

 
 
 

け
い
子 

 

（
五
・
千
・
己
・
啓
） 

あ
き
つ
飛
ぶ
い
づ
く
の
山
ゆ
群
れ
来
る 

 
 
 
 

亜
也 

 

（
健
・
〇
己
・
啓
・
三
） 

 

三
点 指

先
に
残
る
余
韻
や
松
葉
花
火 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
五
・
國
・
啓
） 

早
稲
を
刈
る
天
に
こ
だ
ま
の
コ
ン
バ
イ
ン 

 
 

く
に
お   

（
〇
健
・
昇
・
〇
盛
） 

賜
り
し
色
紙
の
一
句
墨
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
五
・
孝
・
啓
） 
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仏
兄
の
名
あ
る
短
冊
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
く
す
・
康
・
啓
） 

万
の
悲
話
集
め
て
綴
ぢ
て
敗
戦
記 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 

（
く
す
・
清
・
盛
） 

星
砂
を
小
瓶
に
詰
め
て
夏
終
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
忠
・
と
・
康
） 

眠
れ
ぬ
夜
寄
り
添
ふ
ご
と
く
蝉
の
鳴
く 

 
 
 
 
 

啓
子      

（
孝
・
ゆ
・
け
） 

佃
堀
子
等
と
鯊
釣
る
雪
駄
履
き 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
く
・
清
・
啓
） 

秋
何
処
仄
か
に
黄
差
す
柿
の
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
・
孝
・
盛
） 

美
し
き
球
児
の
涙
残
暑
消
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
と
・
た
・
ゆ
） 

 

二
点 し

ぼ
み
ゆ
く
朝
顔
惜
し
む
夕
間
暮
れ 

 
 
 
   

 

忠
彦 

 
 

（
た
・
〇
孝 

百
日
紅
百
日
続
く
朱
の
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 

（
千
・
堂
） 

秋
め
く
や
朝
の
空
気
が
教
え
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
た
・
〇
龍
） 

下
駄
の
音
次
第
に
高
く
盆
踊
り 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
百
・
け
） 

淀
の
夏
陵
守
る
埴
輪
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
千
・
三
） 

ベ
ラ
ン
ダ
の
蔦
の
鉢
に
と
日
傘
置
く 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
健
・
孝
） 

 
 
 
 

子
ら
誓
ふ
清
む
声
空
へ
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
た
・
〇
昇
） 

炎
帝
の
怒
り
恐
れ
て
家
籠
り 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
く
・
國
） 

冷
蔵
庫
な
ん
と
な
く
開
け
閉
め
に
け
り 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
忠
・
百
） 

雷
鳴
に
愛
犬
震
え
し
が
み
つ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
忠
・
ゆ
） 

夕
立
に
拍
手
に
ビ
ー
ル
朝
ま
で
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
・
隆
） 

末
期
的
な
関
税
競
争
夏
の
果
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
忠
・
國
） 

八
十
年
遠
く
て
近
き
ヒ
ロ
シ
マ
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
忠
・
正
） 

粛
々
と
五
山
送
り
火
点
り
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
そ
・
清
） 

念
仏
を
唱
ふ
佃
の
踊
り
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
康
・
天
） 

い
く
た
び
も
國
憂
ひ
け
り
生
身
魂 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 
 
 

（
己
・
三
） 

 

一
点 カ

キ
氷
頭
に
キ
ー
ン
で
目
眩
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
隆
） 

阿
房
に
な
り
吾
も
踊
り
し
阿
波
踊
り 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
）・ 

秋
雷
に
追
は
れ
る
よ
う
に
駅
舎
へ
と 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
國
） 

将
来
は
大
看
板
や
盆
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
康
） 

灯
台
や
海
猫
（
ご
め
）
の
こ
ゑ
染
む
磯
の
岩 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
盛
） 

宮
邸
の
ラ
リ
ッ
ク
像
や
処
暑
の
風 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
昇
） 

お
の
こ
ふ
た
り
手
つ
な
ぎ
前
を
風
涼
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
亜
） 

大
輪
の
一
期
一
会
の
蓮
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
千
） 

早
暁
に
蜩
の
鳴
く
軽
井
沢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
天
） 

長
岡
の
夜
空
に
開
く
平
和
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
正
） 

熱
闘
の
甲
子
園
に
も
夏
の
果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
け
） 

ト
レ
モ
ロ
の
流
る
る
涼
味
暑
き
夜
半 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
盛
） 

花
柘
榴
雨
降
る
後
の
日
に
光
る 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
隆
） 

火
柱
の
嶺
移
り
お
り
今
朝
の
雷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
堂
） 

こ
の
酷
暑
連
日
ゆ
で
る
揖
保
乃
糸 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
昇
） 
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盆
帰
省
大
役
果
た
し
疲
れ
果
て 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
   

（
く
す
） 

 
 
 
 
 
 

酷
暑
日
や
富
士
も
い
さ
さ
か
威
厳
な
し 

 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
ゆ
） 

川
端
に
蛙
（
か
は
ず
）
顔
出
す
遠
花
火 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
隆
） 

空
蝉
の
柿
の
葉
裏
に
二
つ
三
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
  

（
く
） 

早
朝
の
青
き
蜜
柑
の
憩
ふ
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
亜
） 

草
む
ら
に
真
白
き
網
の
翻
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
百
） 

門
火
焚
く
子
の
は
し
ゃ
ぎ
声
風
が
舞
ふ 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
た
） 

夏
の
夜
や
呆
け
老
人
の
独
り
言 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
昇
） 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
二
点
句 

漁
火
も
星
の
ひ
と
つ
に
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
海
な
ら
で
は
の
、
美
し
い
景
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
美
し
い
夜
の
海
の
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
海
岸
に
は
素
晴
ら
し
い
星
空
が
広
が
る
。
漁
火
が
星
空
に
溶
け
合
う
。
昔
は
沖
合
に
沢
山
の
漁
火
が 

見
え
た
が
、
昨
今
は
少
な
く
て
寂
し
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
綺
麗
な
景
色
で
す
ね
！ 

 

十
一
点
句 

流
灯
の
意
志
あ
る
如
く
進
み
出
す 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
お
盆
に
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
ま
し
た
。
風
や
流
れ
の
せ
い
で
し
ょ
う
ね
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
意
思
あ
る
如
く
の7

音
が
、
流
灯
の
動
き
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
自
分
の
気
持
ち
が
あ
た
か
も 

灯
に
乗
り
移
っ
た
よ
う
に
。
不
思
議
で
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
テ
レ
ビ
で
映
像
を
見
る
と
、
正
に
意
思
あ
る
如
く
で
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
流
灯
に
魂
が
乗
り
移
っ
て
い
る
か
の
よ
う
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ま
た
来
年
の
盆
に…

 

 

十
点
句 

子
供
山
車
し
ん
が
り
を
行
く
ベ
ビ
ー
カ
ー 
 

康
敏 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
一
緒
に 

上
の
お
子
さ
ん
に
付
き
添
っ
て
い
る
の
が
、
微
笑
ま
し
い
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
ベ
ビ
ー
カ
ー 

平
和
日
本
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
親
子
の
笑
顔
が
目
に
う
か
び
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
若
い
お
母
さ
ん
の
一
生
懸
命
な
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
革
命
記
念
日
の
パ
レ
ー
ド
な
ら
外
人
部
隊
の
役
ど
こ
ろ
。
夏
の
句
な
の
が
玉
に
瑕
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
お
母
さ
ん
で
し
ょ
う
ね
。
子
供
に
祭
り
を
味
あ
わ
せ
た
い
の
で
し
ょ
う
。 

 

八
点
句 

信
濃
路
に
馬
子
唄
冴
え
る
夏
祭
り 

 
 

た
だ
し
げ 

 

-
―
―

信
濃
追
分
に
て
ー
ー 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
丸
紅
コ
ー
ラ
ス
の
先
輩
に
馬
子
唄
の
と
て
も
上
手
な
先
輩
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
お
顔
が 

浮
か
び
ま
し
た
。 
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七
点
句 

水
割
の
氷
こ
と
り
と
夜
の
秋 

 
 
 
 
 
    

康
敏 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
て
落
ち
る
氷
。
夜
に
な
る
と
秋
ら
し
さ
を
感
じ
る
。
夜
の
秋
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
夜
更
け
に
一
人
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
ロ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
る
の
で
す
ね
。“
氷
こ
と
り
と
”
が
良
い
で
す 

ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
季
重
な
り
を
避
け
て
「
水
割
り
に
コ
ト
リ
と
音
の
夜
の
秋
」
で
も
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
静
け
さ
の
表
現
が
巧
み
で
す
ね
！ 

 

五
点
句 

汗
し
と
ど
断
捨
離
一
歩
進
め
た
り 

 
 
 
   

千
恵 

 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
ま
さ
し
く
こ
の
三
か
月
思
い
切
っ
て
、
断
捨
離
に
い
そ
し
ん
だ
身
に
は
ず
ば
り
共
感
。。「
汗
し
と
ど
」 

と
は
絶
妙
表
現
、
季
語
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
い
い
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。 

 

橋
渡
り
郡
上
踊
り
の
下
駄
の
音 

 
 
 
    

け
い
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
郡
上
八
幡
は
水
の
町
で
あ
る
。
橋
の
上
で
踊
り
子
の
下
駄
の
音
が
一
層
高
く
響
き
合
う
。
素
敵
な
と 

こ
ろ
に
眼
を
付
け
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
秋
は
踊
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
風
の
盆
の
静
け
さ
に
対
し
て
下
駄
の
音
の
動
を
感
心
し
ま
し
た
。 

 

四
点
句 

冬
瓜
を
美
味
と
思
へ
る
き
の
ふ
け
ふ 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
冬
瓜
の
味
を
覚
へ
し
年
頃
に
」
で
も
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
旬
は
夏
で
も
句
に
で
き
る
の
は
秋
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
薄
味
の
冬
瓜
の
煮
物
の
美
味
し
さ
に
老
い
を
感
じ
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
食
通
の
健
康
老
人
が
愛
で
る
京
料
理
、
よ
ろ
し
お
す
。 

棚
経
や
小
坊
主
二
人
初
見
参 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
寺
の
跡
継
ぎ
で
し
ょ
う
か
。
檀
家
さ
ん
も
安
堵
し
て 

応
援
す
る
で
し
よ
う
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
盆
の
訪
問
は
だ
ん
だ
ん
数
が
増
え
て
手
が
足
り
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
い
い
俳
句
で 

す
ね
。 

箱
根
路
や
天
に
連
な
る
桐
の
花 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
お
山
の
高
さ
を 

想
像
さ
せ
ま
す
。 

夜
夜
ふ
け
て
下
駄
の
音
揃
ふ
踊
り
の
輪 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
郡
上
で
は
四
日
間
明
け
方
ま
で
踊
り
ま
す
。
下
駄
の
底
を
鳴
ら
す
振
り
は
独
特
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
３
０
日
も
続
こ
う
か
と
い
う
郡
上
盆
踊
り
で
し
ょ
う
か
。
下
駄
の
音
の
リ
ズ
ム
も
心
地
良
さ
そ
う
。 

私
も
踊
っ
て
み
た
い
な
ぁ
～
。 

あ
き
つ
飛
ぶ
い
づ
く
の
山
ゆ
群
れ
来
る 

 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 
 
 

正
己
さ
ん
・
・
・
中
句
が
い
い
で
す
ね
。
自
然
の
壮
大
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

万
の
悲
話
集
め
て
綴
ぢ
て
敗
戦
記 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
昭
和
二
十
年
の
八
月
六
日
、
九
日
、
十
五
日
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。 
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三
点
句 

指
先
に
残
る
余
韻
や
松
葉
花
火 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
大
き
く
弾
け
て
、
や
が
て
ポ
ト
っ
と
散
る
線
香
花
火
。
日
本
の
夏
で
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
指
先
に
残
る
余
韻
、
が
繊
細
な
線
香
花
火
を
表
現
し
て
良
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

早
稲
を
刈
る
天
に
こ
だ
ま
の
コ
ン
バ
イ
ン 

 
 

く
に
お 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
「
天
に
こ
だ
ま
」
は
雄
壮
で
、
豊
作
を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
に
ぎ
に
ぎ
し
い
米
談
義
の
中
、
心
地
よ
き
時
事
句
。
〝
天
に
こ
だ
ま
〟
が
効
き
ま
し
た
。 

賜
り
し
色
紙
の
一
句
墨
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ど
ん
な
句
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
下
五
が
巧
み
で
す
。 

仏
兄
の
名
あ
る
短
冊
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
仏
門
の
兄
弟
子
の
有
名
な
句
の
短
冊
が
秋
空
に
揺
れ
る
。
尤
も
鬼
貫
が
仏
兄
の
俳
名
を
使
っ
て
い 

た
。 

星
砂
を
小
瓶
に
詰
め
て
夏
終
る 

  
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
夏
の
思
い
出
も
星
砂
と
一
緒
に
小
瓶
に 

詰
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
家
族
旅
行
で
沖
縄
へ
、
小
瓶
に
星
砂
を
詰
め
て
夏
休
み
は
終
っ
た
。
連
日
の
猛
暑
だ
っ
た
が
、
夏
の 

終
り
の
さ
さ
や
か
な
涼
味
が
感
じ
ら
れ
る
。 

佃
堀
子
等
と
鯊
釣
る
雪
駄
履
き 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
鯊
は
お
江
戸
の
こ
ろ
か
ら
こ
う
し
て
庶
民
の
食
卓
に
上
が
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
池
波
正
太
郎
の 

物
語
が
想
起
さ
れ
ま
す
。
佃
堀
に
雪
駄
、
ご
近
所
で
の
鯊
釣
り
、
絵
に
な
り
ま
す
。 

秋
何
処
仄
か
に
黄
差
す
柿
の
色 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
連
日
猛
暑
の
厳
し
い
夏
。
し
か
し
柿
の
色
に
小
さ
な
秋
を
感
じ
る
。
佳
句
。 

美
し
き
球
児
の
涙
残
暑
消
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
球
児
の
涙
に
感
情
移
入
す
る
と 

ひ
と
と
き
暑
さ
を
忘
れ
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
夏
の
甲
子
園
、
い
つ
も
感
動
さ
せ
ら
れ
る 

 

 

二
点
句 

し
ぼ
み
ゆ
く
朝
顔
惜
し
む
夕
間
暮
れ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
朝
顔
に
託
し
て
人
生
の
黄
昏
を
惜
し
む
心
情
が
溢
れ
て
い
る
。
藤
沢
周
平
の
時
代
小
説
を
想
起
し
て 

共
感
し
ま
し
た
。 

百
日
紅
百
日
続
く
朱
の
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
さ
す
が
長
期
に
わ
た
り
咲
く
花
だ
け
あ
っ
て
暑
さ
に
も
負
け
な
い
そ
の
力
強
さ
に
敬
服 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
我
が
家
の
は
今
年
は
六
十
日
で
殆
ど
散
り
ま
し
た
。 

秋
め
く
や
朝
の
空
気
が
教
え
け
り 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
早
く
秋
め
い
て
ほ
し
い 

龍
平
さ
ん
・
・
・
海
抜100

メ
ー
ト
ル
の
我
が
家 

難
点
も
有
る
が 

季
節
の
変
わ
り
目
を
そ
こ
は
か
と
無
く
知
ら
せ 

る 

朝
の
空
気 

有
り
難
し 

下
駄
の
音
次
第
に
高
く
盆
踊
り 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
盆
踊
り
の
高
揚
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
一
句
。 

淀
の
夏
陵
守
る
埴
輪
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
い
に
し
え
に
想
い
を
馳
せ
る
ひ
と
時
で
す
ね
。 

子
ら
誓
ふ
清
む
声
空
へ
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
戦
争
の
悲
惨
さ
は
何
時
ま
で
も
伝
え
て
行
っ
て
ほ
し
い 
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昇
さ
ん
・
・
・
・
広
島
平
和
記
念
式
典
の
子
ど
も
代
表
の
「
平
和
の
誓
い
」
は
今
年
も
胸
に
響
き
ま
し
た
。
力
強
い 

澄
ん
だ
声
は
天
ま
で
届
い
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
核
兵
器
廃
絶
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

冷
蔵
庫
な
ん
と
な
く
開
け
閉
め
に
け
り 

 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
”
な
ん
と
な
く
“
に
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

夕
立
に
拍
手
に
ビ
ー
ル
朝
ま
で
と 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
雨
の
降
ら
な
い
猛
暑
日
続
き 

同
感
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
季
重
な
り
を
避
け
て
「
夕
立
や
酔
い
の
進
み
し
朝
ぼ
ら
け
」
で
も
。 

 

念
仏
を
唱
ふ
佃
の
踊
り
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
鳴
り
物
な
し
で
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
唱
え
て
踊
る
。
東
京
佃
島
の
念
仏
踊
り
だ
。
不
思
議
な
雰
囲 

気
で
あ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
念
仏
踊
り
も
ま
た
い
い
で
し
ょ
う
ね
。 

 

一
点
句 

カ
キ
氷
頭
に
キ
ー
ン
で
目
眩
す
る 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
か
き
氷
じ
わ
じ
わ
く
る
や
頭
痛
（
あ
た
ま
い
た
）」
で
も
。 

秋
雷
に
追
は
れ
る
よ
う
に
駅
舎
へ
と 

 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
歴
史
的
仮
名
遣
い
な
ら
中
七
は
「
追
は
れ
る
や
う
に
」
で
す
。 

将
来
は
大
看
板
や
盆
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
盆
芝
居
は
夏
興
行
と
同
様
に
若
手
が
中
心
だ
。
こ
の
中
か
ら
大
看
板
を
背
負
う
役
者
が
出
て
来 

る
。 

お
の
こ
ふ
た
り
手
つ
な
ぎ
前
を
風
涼
し 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
あ
ま
り
見
た
い
姿
で
は
な
い
も
の
の
、
ひ
ら
が
な
が
和
ら
げ
て
く
れ
る
。
た
だ
、
夏
の
句
の
よ
う
で 

す
。 

大
輪
の
一
期
一
会
の
蓮
の
花 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
大
き
く
美
し
く
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
観
ら
れ
る
の
は
正
に
貴
重
な
一
期
一
会
で
す
ね
。 

早
暁
に
蜩
の
鳴
く
軽
井
沢 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
軽
井
沢
も
暑
く
な
り
ま
し
た
。
蜩
だ
っ
て
季
節
が
よ
く
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

長
岡
の
夜
空
に
開
く
平
和
の
花 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
無
季
語
で
す
。
平
和
の
花
は
季
語
に
な
り
ま
せ
ん
。 

花
柘
榴
雨
降
る
後
の
日
に
光
る 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
雨
止
み
て
眩
く
な
り
し
花
柘
榴
」
で
も
。 

火
柱
の
嶺
移
り
お
り
今
朝
の
雷 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
き
な
景
色
で
す
ね
！
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
激
し
い
雷
雨
を
思
い
出
し
て
い
ま
す 

川
端
に
蛙
（
か
は
ず
）
顔
出
す
遠
花
火 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
「
川
端
に
蛙
鳴
き
止
む
遠
花
火
」
季
重
な
り
だ
が
、
「
遠
花
火
」
が
主
に
な
る
。 

早
朝
の
青
き
蜜
柑
の
憩
ふ
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
下
五
が
早
朝
と
呼
応
し
て
絶
妙
。 

草
む
ら
に
真
白
き
網
の
翻
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
夏
と
言
え
ば
子
供
た
ち
の
虫
取
り
、
そ
の
子
供
た
ち
に
よ
れ
ば
、
こ
の
夏
は
蟬
と
蚯
蚓
が
地
中
で
死 

ん
で
い
る
の
だ
と
・
・
・ 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
無
季
語
で
す
。
草
む
ら
は
季
語
に
な
り
ま
せ
ん
。 
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門
火
焚
く
子
の
は
し
ゃ
ぎ
声
風
が
舞
ふ 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
先
祖
の
霊
も
嬉
し
い
で
し
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

第
四
百
七
十
三
回 
青
葉
会 

 

 

日
時
：
令
和
七
年
九
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り 

 

場
所
：
世
田
谷
区
施
設 
三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階
会
議
室
・
ビ
ー
ナ
ス 

 

ご
出
句
に
つ
い
て
：
今
回
か
ら
従
来
の
句
会
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
ご
出
句
数
の
目
処
も
従
来
通
り
に
戻 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 

句
会
ご
出
席
者
：
当
季
雑
詠 

５
句 

 
 
 
 

ご
投
句
の
み
な
さ
ま
：
当
季
雑
詠 

２
句
を
目
途
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

ご
投
句
締
め
切
り
：
九
月
二
十
日
（
土
）
中 

 

※
そ
の
後
の
予
定 

 

句
会
と
同
日
に
「
九
月
選
句
表
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

 

九
月
選
句
締
め
切
り
：
十
月
四
日
（
土
）
中 

 

 

九
月
句
会
報
発
行
：
十
月
十
日
（
金
）
を
目
途
と
致
し
ま
す
。 

  

第
四
百
七
十
四
回
青
葉
会
：
十
月
二
十
三
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り 

於
：
し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

 
 
 
 

ご
出
句
締
め
切
り
：
十
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

こ
の
夏
は
も
は
や
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
な
い
ほ
ど
に
常
時
誠
に
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
た
め
、

通
常
の
句
会
は
七
月
、
八
月
共
に
紙
上
句
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
お
体
調
を
崩
さ
れ
た

方
も
居
ら
れ
た
に
拘
わ
ら
ず
、
変
わ
ら
ず
御
出
句
い
た
だ
き
、
紙
面
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

茲
許
第
四
百
七
十
二
回
青
葉
会
句
会
報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

内
容
は
ご
覧
の
通
り
、
最
高
点
十
二
点
、
次
点
十
一
点
共
に
昇
さ
ん
が
獲
得
。
続
い
て
康
敏
さ
ん
が
十

点
、
七
点
共
に
、
そ
の
間
の
八
点
に
久
し
ぶ
り
の
た
だ
し
げ
さ
ん
が
並
び
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
八
月
は
、
本
来
は
秋
の
句
に
な
る
は
ず
が
、
体
感
的
に
夏
真
っ
只
中
！
と
い
う
寄
稿
だ
っ
た
た
め

か
、
夏
の
句
が
多
く
、
選
句
に
苦
労
さ
れ
た
か
た
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
こ
と
、
選
句
が
大
分

ば
ら
け
て
二
点
句
一
点
句
も
多
く
ご
披
露
で
き
て
お
り
ま
す
。
佳
句
で
あ
り
な
が
ら
選
外
句
も
十
六
句
と

多
か
っ
た
状
況
で
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

 

二
、
今
月
は
孤
舟
選
者
が
お
休
み
を
取
ら
れ
、
選
者
選
も
お
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

三
、
八
月
は
お
盆
。
各
地
で
様
々
な
お
盆
の
行
事
や
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

青
葉
会
に
於
い
て
も
、
今
年
四
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
故
宮
内
規
雄
様
へ
の
追
悼
ペ
ー
ジ
を
翌
五
月
句
会
報
に 

設
け
、
嘗
て
句
会
を
共
に
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
追
悼
句
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
句
会
報
を
ご
長
男
、 
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雅
嵩
氏
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
七
月
に
左
記
の
よ
う
な
御
礼
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
の 

で
、
左
記
ご
了
解
を
得
て
茲
に
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 「

こ
の
度
は
父
の
追
悼
句
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
中
に
父
と
の
思
い
で
が
今

も
息
づ
い
て
い
る
と
思
う
と
、
心
か
ら
う
れ
し
く
、
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

父
は
亡
く
な
る
少
し
前
に
「
夢
の
中
で
会
社
の
み
ん
な
に
会
っ
た
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と

皆
様
と
の
思
い
出
を
夢
に
見
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

い
た
だ
い
た
句
は
、
父
の
写
真
の
そ
ば
に
大
切
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
っ
と
父
も
喜
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

宮
内
雅
嵩
」 

 
 
 
 

 
 
 

※
七
月
句
会
報
に
は
掲
載
で
き
ず
、
お
盆
の
時
期
に
と
茲
許
八
月
句
会
報
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。 

 

四
、
関
係
者
近
詠 

朝
摘
み
の
苺
畑
か
ら
病
床
へ 

 
 
 
 
 
 
 

眞
希
子 

 
 

柄
の
朽
つ
も
小
鍋
の
手
慣
れ
日
々
草 

 
 
 
 
 
 

仝 

胎
の
児
に
長
子
添
へ
抱
き
子
供
の
日 

 
 
 
 
 
 

仝 

ホ
ス
ピ
ス
の
階
段
浅
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

仝 

噴
水
つ
ん
と
つ
ん
と
王
妃
の
セ
ー
ヴ
ル
展 

 
 
 

弘
子 

坪
庭
の
ぽ
つ
と
明
る
き
甘
酒
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

き
り
き
り
と
巻
髪
の
艶
祭
笛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

た
つ
つ
け
の
手
古
舞
し
や
り
ん
神
輿
牽
く 

 
 
 
 

仝 

神
輿
宮
入
五
軒
町
そ
れ
旅
籠
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

抱
く
や
う
に
琴
運
ば
る
る
夕
薄
暑 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

巣
の
ひ
と
つ
増
え
て
燕
の
新
所
帯 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

す
れ
ち
が
ひ
し
海
女
の
若
さ
よ
ゆ
た
か
さ
よ 

 
 

青
史 

花
は
葉
に
羽
織
落
と
し
の
恋
ご
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 

仝 

覗
い
て
る
わ
た
し
は
他
人
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 
 

仝 
 

 

先
づ
香
を
聞
く
お
持
た
せ
の
一
番
茶 

 
 
 
 
 
 

仝 

う
す
も
の
を
ま
と
う
て
ひ
と
の
か
は
り
け
り 
 
 
 

仝 

あ
れ
も
宿
世
こ
れ
も
す
く
せ
と
昼
寝
か
な 
 
 
 
 

仝 

胸
の
辺
り
菖
蒲
う
る
さ
き
湯
に
ひ
と
り 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
森
の
座 

横
澤
放
川
（
日
経
新
聞
俳
壇
選
者
）
選
・
・
・ 

 

  
 
 
 
 
 

令
和
七
年
九
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

     


